研修歯科衛生士（非常勤）規程

　（総則）

第１条　大阪歯科大学附属病院規程第２０条に基づき、研修歯科衛生士（非常勤）に関する事項を定
める。

　（職務）

第２条　研修歯科衛生士（非常勤）は、本学附属病院の各科に所属し、高度な専門的技術・知識・態度を習得するため研修に従事するものとする。

　（期間）

第３条　研修の期間は、年度当初より１か年とする。ただし、年度途中であっても受入れは可とするが、その場合の在籍期間は第７条第１項で許可された月の初日から当該年度末までとする。
２　研修の期間は、研究歴には加算しない。

　（研修）

第４条　在籍中の研修については、所属科長の指示に従わなければならない。

　（願出「新規・継続」）

第５条　研修を受けようとする者は、当該科の科長の了承を得たのち、研修歯科衛生士（非常勤）「新規」願（様式１）を附属病院長（事務経由）に提出しなければならない。
２　継続して研修を受けようとする者は、その都度、所属科長の了承を得たのち、研修歯科衛生士（非常勤）「継続」願（様式２）を附属病院長（事務経由）に提出しなければならない。
３  願出期日は、２月２０日までとする。ただし、年度途中の場合はその都度とする。
　（許可）
第６条　前条による願出書を受理した附属病院長は、病院運営委員会に諮り、研修を許可する。
２  研修を許可された者に対しては、次の通知を行う。

　（１）研修許可通知

　（２）研修費納入通知

　（研修費）

第７条　研修費は、１か年間４０，０００円（消費税別）とし、期日までに経理課に納入しなければならない。
２　第３条第１項ただし書きの期間であっても、研修費は４０，０００円（消費税別）とする。

３  期日までに納入しない場合は、除籍処分とすることがある。
４　除籍になった場合は、その後の研修歯科衛生士（非常勤）には応募できない。

５  既納の研修費は如何なる事由があっても返却しない。

　（附則）
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